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研究要旨 
現状では、加熱式タバコの能動喫煙及び受動喫煙による健康影響の実態は⼗分には把握されていない。加

熱式タバコが発売されてからの期間がまだ短く、⻑期追跡がまだ完了していない現状においては、様々な調
査に加熱式タバコ関連項⽬を導⼊して加熱式タバコによる健康影響を評価するための準備を進める必要があ
ると考えられた。そこで本研究では、加熱式タバコによる健康影響の実態把握をできる限り⾏うことを⽬的
とし、加熱式タバコの能動喫煙及び受動喫煙の曝露と各種健康状態について、⼀般住⺠や健診受診者、⼊院
患者において実態調査を実施し、分析を進めていく。 

⽇本の⼀般住⺠に対するインターネット調査 the Japan“Society and New Tobacco” Internet Survey (J
ASTIS)を実施し、15歳以上の男⼥（不正回答者を除外）について、2023年から2025年にかけて紙巻タバコ
および加熱式タバコ喫煙率、および受動喫煙曝露を集計した。さらに、2020年調査と2025年調査では加熱式
タバコ受動喫煙による急性症状を明らかにした。調査の結果、男⼥とも3年間で加熱式タバコ使⽤率が増加
していた。過去⼀ヶ⽉間に加熱式タバコの受動喫煙に曝露していたのは全体の40.0%、⾮喫煙者の32.1%で
あった。加熱式タバコの屋内受動喫煙を受ける場所は、最多が職場、次いで居酒屋・バー、家庭、⾞の中、
レストランの順であった。加熱式タバコの受動喫煙による何らかの症状（気分が悪くなる、咳きこむ、のど
や⽬が痛くなる、頭痛等）があると回答した割合は全体で26.9%、⾮喫煙者では24.3%であり、2020年調査
時（全国推計）の全体15.7%、⾮喫煙者9.9 %よりも増加している可能性が⽰唆された。 

また、JACSIS研究2023年調査および2024−2025年追跡データにて、喫煙習慣を含めた⽣活習慣と職場で
の転倒との関連を分析した。その結果、⽇本⼈労働者において、現在の喫煙、特に紙巻きタバコと加熱式タ
バコの併⽤が、職場での転倒および転倒⾻折のリスク上昇と関連することが明らかとなった。また、併⽤者
では、⾮喫煙者と⽐較して転倒⾻折のリスクが約2倍であった。さらに、他の⽣活習慣において、⾼⾎圧は
転倒リスクの増加と関連し、短時間睡眠は転倒⾻折リスクの上昇と関連していた。⼀⽅、中等度の⾝体活動
は転倒および転倒⾻折のリスク低下と関連していた。これらの結果は、喫煙対策を主とする⽣活習慣に着⽬
した予防介⼊が職場転倒の予防に寄与する可能性を⽰唆している。 
⼤規模健康診断データベースを⽤いた調査では、加熱式タバコの使⽤実態とその健康影響を評価すること

を⽬的として、約５万⼈の⾃衛隊員を対象として、2023年度定期健康診断と同時に、加熱式タバコを含む喫
煙に関する⾃記式質問紙法による実態調査を⾏った。今後も適宜質問内容を改変し、引き続き調査を⾏う。 

喫煙⾏動と⾝体の痛みには相互に関連する側⾯があり、疼痛緩和を求めてタバコを使⽤する者の存在は、
喫煙⾏動の理解および⽀援⽅策の検討において慢性の痛みに着⽬する必要性を⽰すものである。この観点か
ら、2024年に痛みを有する喫煙者300名を対象としたインターネット調査を実施し、疼痛緩和を⽬的とする
喫煙⾏動を評価する⽇本語版Pain and Smoking Inventory（PSI、0〜54点）を開発・検証した。その結
果、PSI得点は疼痛の強さや⽣活⽀障と関連し、使⽤するタバコ製品の種類によっても差が認められ、特に
紙巻きタバコと加熱式タバコの⼆重使⽤者ではPSI得点が紙巻きから加熱式タバコへの移⾏群より有意に⾼
く、移⾏群の8.5点に対して14.8点であった。これらの結果から、禁煙⽀援においては、使⽤製品の違いだけ
でなく、背景にある疼痛や疼痛緩和⽬的の喫煙⾏動を踏まえた個別⽀援の重要性が⽰唆された。 
⼈を対象とした加熱式タバコによる健康影響に関する疫学研究について、2014年から2025年までに出版さ

れた⽂献を統合的にレビューした。⽂献データベースPubMedを⽤いて⽂献検索を⾏い、健康影響を検討し
た疫学研究を抽出・整理した。その結果、2014年から2025年までに出版された加熱式タバコによる健康影響
を検討した疫学研究は36件でその半分以上（19件）を⽇本からの報告が占めており、次いで韓国からの報告
（9件）であった。研究デザインは横断研究がほとんどであるが、2024年には⾼⾎圧やメタボリックシンド
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ロームをアウトカムとする前向きコホート研究が報告されている。その他に検討されたアウトカムで最も多
かった分野は喘息などの呼吸器症状、アレルギー性疾患、妊婦と胎児・新⽣児の健康影響であった。これら
の研究の多くは加熱式タバコが能動喫煙・受動喫煙を通して負の健康影響をもたらすことを⽰唆している。
⼀⽅で、研究の地域的偏在や⻑期的影響に関する検証不⾜といった課題も依然として残されている。さらに
加熱式タバコの使⽤者は紙巻きタバコとの併⽤（Dual user）をしている⼈も多いことから、本研究で抽出
された研究において定義された加熱式タバコ使⽤者も紙巻きタバコ喫煙者や過去喫煙者を含んでいる場合が
多く、どのように加熱式タバコ単体の健康影響を評価するのか疫学的検討も必要である。2025年までに発表
された疫学研究では加熱式タバコの能動喫煙および受動喫煙による急性健康影響に関する疫学的な知⾒は⼗
分に蓄積されておらず、エビデンスのさらなる蓄積が求められている。 

さらに、the Japan “COVID-19 and Society” Internet Survey (JACSIS)研究2023年調査の分析により、
16−83歳の喘息患者を対象として加熱式タバコの使⽤と喘息症状の悪化の関連について調査した。その結
果、加熱式タバコの使⽤は喘息症状の悪化と有意に関連することが明らかとなった。加熱式タバコは、しば
しば紙巻タバコの代替品として使⽤されるが、加熱式タバコの使⽤もまた喘息症状の悪化に関連することを
理解することが重要な点について⽰した。 

本研究は、タバコ規制・対策に関わる主要課題として近年急浮上してきた加熱式タバコ問題について、政
策⽴案・提案につながるエビデンスの構築を⽬的としている。2025年度は研究3年⽬の最終年度であり、加
熱式タバコの能動喫煙・受動喫煙による健康影響を評価するために役⽴つ重要な研究成果（研究論⽂出版）
が多く得られた。 
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A．研究⽬的  

現状では、加熱式タバコの能動喫煙及び受動喫
煙による健康影響の実態は⼗分には把握されてい
ない。加熱式タバコが発売されてからの期間がま
だ短く、⻑期追跡がまだ完了していない現状にお
いては、様々な調査に加熱式タバコ関連項⽬を導
⼊して加熱式タバコによる健康影響を評価するた
めの準備を進める必要があると考えられた。そこ
で本研究では、加熱式タバコによる健康影響の実
態把握をできる限り⾏うことを⽬的とし、加熱式
タバコの能動喫煙及び受動喫煙の曝露と各種健康
状態について、⼀般住⺠や健診受診者において実
態調査を実施し、分析を進めていく。2025年度
は、下記の研究1〜4を実施した。 
 
【研究1】 

⼀般住⺠を対象としたインターネット調査を実
施し、⼀般住⺠全体における加熱式タバコおよび
紙巻タバコの喫煙状況や加熱式タバコによる受動
喫煙曝露の実態、加熱式タバコ受動喫煙による急
性症状について調べた。 

 
【研究2】 

⼀般住⺠を対象としたインターネット調査を実

施し、労働者における喫煙習慣を含めた⽣活習慣
と職場での転倒及び転倒による⾻折の発⽣との関
連について調べた。 

 
【研究3】 
⾃衛隊員を対象とした健診受診者調査のデータ

を分析し、加熱式タバコ使⽤の実態を調べた。 
 

【研究4】 
⼀般住⺠を対象としたインターネット調査のデ

ータを分析し、痛みを持つ喫煙者が「痛みを和ら
げるため」に喫煙するという⾏動を科学的に測定
するための専⾨尺度「Pain and Smoking 
Inventory（PSI）」（0〜54点満点）の⽇本語版を
初めて開発・検証し、使⽤するタバコ製品の種類
によってそのリスクがどう異なるかを調べた。 

 
【研究5】 

加熱式タバコの健康影響に関する⽂献レビュー
を⾏った。 

 
【研究6】 

⼀般住⺠を対象としたインターネット調査のデ
ータを分析し、喘息患者における加熱式タバコの
使⽤と喘息症状の悪化の関連について調べた。 

 
B．研究⽅法 
【研究1】 

2025年2⽉−3⽉に⽇本の⼀般住⺠に対するイン
ター ネット調査 the Japan “Society and New 
Tobacco” Internet Survey (JASTIS)を実施した
（調査実施期間は 2025年2⽉23⽇〜3⽉31⽇）。
回答した 15-83 歳の男⼥ 25,424 名（不正回答
者を除外）に ついて、加熱式タバコと従来型タ
バコの喫煙率を、国⺠⽣活基礎調査データを活⽤
した逆確率による重み付けを⽤いて調査年度別に
全国推計した。同じ⽅法で、加熱式タバコの受動
喫煙の曝露割合を、調査年度別・場所別に推計し
た。加熱式タバコ受動喫煙による急性症状につい
ても同様に推計を⾏った。 
 
【研究2】 

2024年12⽉−2025年1⽉に⽇本の⼀般住⺠に対
するインターネット調査 the Japan “COVID-19 
and Society” Internet Survey (JACSIS)を実施した
（調査実施期間は 2025年2⽉23⽇〜3⽉31⽇）。
2023年調査をベースラインとし、ベースライン時
に転倒既往のない労働者10,645⼈を対象に、2024
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年調査時点における過去1年間の転倒及び転倒⾻
折と喫煙習慣をはじめとする⽣活習慣要因との関
連を、都道府県をランダム効果としたマルチレベ
ルポアソン回帰分析により推定した。 
 
【研究3】 
防衛省において、2023年度定期健康診断と同時

に、加熱式タバコを含む喫煙に関する⾃記式質問
紙法による実態調査を⾃衛隊員に⾏った。対象者
は約５万⼈の⾃衛隊員であり、⽇本有数の規模を
誇るものである。質問はJASTIS研究で⾏われてい
る内容に近いものとし、⽐較が可能となるように
デザインした。また、加熱式タバコと紙巻きタバ
コの喫煙を区別できるようにした。 
 
【研究4】 

2024年11⽉に実施したインターネット調査の結
果より取り込んだ次の3つの基準を満たしたもの
（①年齢20〜69歳、②直近30⽇間に紙巻きまたは
加熱式タバコを1⽇5本以上喫煙、③直近30⽇間に
⾝体のいずれかに痛みを⾃覚）300名に対して1週
間後に繰り返し調査を実施し、有効回答の得られ
た100名を解析対象とした。PRO翻訳の国際標準
⼿順に基づきPain and Smoking Inventory（PSI）
を開発し、妥当性検証を⾏った。また、対象者を
主なタバコ製品の使⽤形態によって4群に分類
し、PSI の群間⽐較を⾏った。 
 
【研究5】 
⽂献データベースであるPubMed（Medline）を

⽤いて、加熱式タバコの健康影響の先⾏研究に関
する知⾒の収集を⾏った。検索語として“heated 
tobacco products”を⽤い、英語で発表された論⽂
を対象に⽂献検索を実施した。論⽂の出版期間は
2014年から2025年に限定した。さらに、⽇本にお
ける研究動向を把握する⽬的で、検索語に“Japan”
を追加した検索も⾏った。また、”IQOS”と“heat-
not-burn tobacco products”の検索語について同様
にそれぞれ検索した。 
 
【研究6】 

2023年11⽉に実施したインターネット調査の回
答者である 16-83 歳の喘息患者を対象とした。
紙巻タバコの使⽤状況に基づき、｢⾮喫煙者｣、
｢過去喫煙者｣、｢現喫煙者｣の3群に分類し、それ
ぞれの群において、加熱式タバコ使⽤の有無と喘
息症状の悪化の関連について、単変量および多変
量解析を⽤いて評価した。 

 
（倫理⾯への配慮） 

インターネット調査を受けることの同意はあら
かじめ調査会社から取得されている。さらに⽇本
マーケティングリサーチ協会による綱領およびガ
イドラインに従い、本調査の実施に関して調査会
社から承認を得た。「アンケート調査対象者への
説明⽂」を調査画⾯に提⽰し、調査で得られた情
報は個⼈を特定できない形でしか発表されないこ
と、また調査の⽬的以外には利⽤しないこと等を
対象者全員に伝えた。本インターネット調査研究
に関して、⼤阪国際がんセンター倫理審査委員会
および東北⼤学倫理審査委員会からの承認を得て
いる（⼤阪国際がんセンター：No.1611079163；
No.20084、東北⼤学：整理番号2025-1-523）。ま
た、各施設における研究は、関連する法律および
機関のガイドラインを遵守し、インフォームド・
コンセントを得て実施された。（⼤阪国際がんセ
ンター：No．21028、防衛医科⼤学校：5122） 
 
Ｃ．研究結果 
【研究1】 

調査の結果、男⼥とも3年間で加熱式タバコ使
⽤率が増加していた。過去⼀ヶ⽉間に加熱式タバ
コの受動喫煙に曝露していたのは全体の40.0%、
⾮喫煙者の32.1%であった。加熱式タバコの屋内
受動喫煙を受ける場所は、最多が職場、次いで居
酒屋・バー、家庭、⾞の中、レストランの順であ
った。加熱式タバコの受動喫煙による何らかの症
状（気分が悪くなる、咳きこむ、のどや⽬が痛く
なる、頭痛等）があると回答した割合は全体で
26.9%、⾮喫煙者では24.3%であり、2020年調査
時（全国推計）の全体15.7%、⾮喫煙者9.9 %より
も増加している可能性が⽰唆された。 
 
【研究2】 
解析対象10,645⼈のうち456⼈（4.3%）が追跡

期間中に転倒を経験した。現在の喫煙（RR=1.33; 
95% CI: 1.00‒1.76）と両者併⽤（RR=1.69; 95% 
CI: 1.24‒2.28）は転倒リスクの上昇と関連してい
た。また、⾼⾎圧症も転倒リスクと関連した
（RR=1.32 and 1.31）。転倒⾻折においても同様
に、現在の喫煙（RR=1.40; 95% CI: 1.01‒1.94）
と両者併⽤（RR=1.95; 95% CI: 1.22‒3.10）が関
連し、さらに0‒5時間の睡眠（RR=1.70 and 
1.71）、睡眠薬・抗不安薬使⽤（RR=1.59）がリ
スク上昇と関連した。これらに対して、中等度の
⾝体活動は転倒（RR＝0.74）および転倒⾻折
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（RR＝0.53）それぞれに対してリスク低下と関連
していた。 
 
【研究3】 

⽇本語版PSIが⾼い信頼性（内的整合性：α
=0.93）と妥当性を有することを確認した。また
統計モデル（構造⽅程式モデリング）により、
PSIのスコアが⾼いことと、喫煙者本⼈が報告す
る痛みの強さ（β=0.29, p<0.001）および痛みに
よる⽇常⽣活の制限（β=0.39, p<0.001）が⼤き
いこととの関連が⽰された。さらに、対象者を使
⽤するタバコ製品によって4群（紙巻きタバコの
み、加熱式タバコのみ、加熱式への移⾏群、両⽅
の⼆重使⽤群）に分けて⽐較した結果、加熱式へ
の移⾏群が最も低リスクであったのに対し、⼆重
使⽤群はPSIスコアが有意に⾼く（移⾏群8.5点に
対し14.8点、p<0.01）、「痛みをおさえる⽬的で
タバコを吸う」割合も13.6%（移⾏群は1.1%）と
極めて⾼かった。 
 
【研究 4】 
有効回答者数は 26,235名であった。喫煙率は男

性全体で 45.3%、⼥性で 15.8％と国⺠平均より⾼
かったが、年齢とともに減少傾向にあった。加熱式
タバコの喫煙率（紙巻きタバコとの併⽤を含む）と
しては男性 29.4%、⼥性 10.4%であり、やはり年
齢とともに減少した。⼥性では、20 代を除き全年
齢層で加熱式タバコのみの喫煙者の割合が最も⾼
かった。いずれのタバコにおいても、性別や年齢層
を問わず 1 ⽇ 20 本以内が 9 割以上を占めたが、21
本以上喫煙する割合は 30代以降では加齢とともに
増加する傾向にあった。 
 
【研究 5】 

2014 年から 2025 年までに出版された加熱式タ
バコによる健康影響を検討した疫学研究は 36件で
その半分以上（19 件）を⽇本からの報告が占めて
おり、次いで韓国からの報告（9件）であった。研
究デザインは横断研究がほとんどであるが、2024
年には⾼⾎圧やメタボリックシンドロームをアウ
トカムとする前向きコホート研究が報告されてい
る。その他に検討されたアウトカムで最も多かっ
た分野は喘息などの呼吸器症状、アレルギー性疾
患、妊婦と胎児・新⽣児の健康影響であった。これ
らの研究の多くは加熱式タバコが能動喫煙・受動
喫煙を通して負の健康影響をもたらすことを⽰唆
している。 
 

【研究 6】 
分析対象者は 3,787 名で、男性が 50.3%、16-29

歳が 27.0%と最も多くを占めた。紙巻きタバコの
｢⾮喫煙者｣、｢過去喫煙者｣、｢現喫煙者｣の割合は、
それぞれ、2,470 名（65.2%）、845 名（22.3%）、
472名（12.5%）であった。加熱式タバコの使⽤割
合は全体で 429名（11.3%）、｢⾮喫煙者｣、｢過去喫
煙者｣、｢現喫煙者｣でそれぞれ、70名（2.8%）、180
名（21.3%）、179名（37.9%）であった。喘息症状
の悪化は全体で 400名（10.6%）、｢⾮喫煙者｣、｢過
去喫煙者｣、｢現喫煙者｣でそれぞれ、259名（10.5%）、
72名（8.5%）、69名（14.6%）であった。｢⾮喫煙
者・加熱式タバコ使⽤なし｣を基準とした場合、調
整後の喘息症状の悪化に対するオッズ⽐（OR）は、
｢⾮喫煙者・加熱式タバコ使⽤あり｣ OR 3.25（95%
信頼区間（CI） 1.86-5.68）であった。また、｢過去
喫煙者・加熱式タバコ使⽤なし｣ OR 1.00（95%CI 
0.71-1.41）、｢過去喫煙者・加熱式タバコ使⽤あり｣ 
OR 1.47（95%CI 0.93-2.34）、｢現喫煙者・加熱式タ
バコ使⽤なし｣ OR 1.80（95%CI 1.22-2.64）、｢現
喫煙者・加熱式タバコ使⽤あり｣ OR 2.23（95%CI 
1.46-3.43）であった。 
 
Ｄ．考察 
【研究 1】 

⽇本全体で⼀般住⺠の 1 割が加熱式タバコを使
⽤する⼀⽅で、加熱式タバコの受動喫煙を受ける
者の割合は 4 割に達していた。屋内受動喫煙を受
ける場所として多いのは職場、家庭、居酒屋・バー、
そして⾞の中であった。さらに調査対象者の 3 割
が、過去 1 年以内に加熱式タバコ受動喫煙による
気分不良や咳き込み、のど・⽬の痛み、頭痛等なん
らかの症状があったと回答しており、加熱式タバ
コ受動喫煙による健康影響が懸念された。結論と
して、公共の場や家庭での更なる受動喫煙防⽌対
策に取り組む必要性が⽰唆された。 
本調査によって、加熱式タバコの使⽤状況および、
加熱式タバコの受動喫煙の状況を経年把握できる
意義は⼤きい。今後も追跡調査によって、加熱式タ
バコの使⽤率、受動喫煙の状況、そして受動喫煙に
よる症状の推移を注視する必要がある。 
 
【研究 2】 
労働者において、喫煙習慣、特に紙巻きタバコと

加熱式タバコの併⽤は、職場転倒および転倒⾻折
のリスク上昇と関連していた。⾼⾎圧、短時間睡眠
も転倒リスクと関連する⼀⽅、中等度の⾝体活動
はこれらに保護的であった。職場転倒予防には、喫
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煙対策を主とした⽣活習慣の管理が必要であり、
睡眠改善、⾝体活動促進などを組み合わせた多⾯
的な対策が重要である可能性がある。今後、転倒災
害が予防できる効果的な衛⽣教育⼿法の開発が期
待される。 
 
【研究 3】 

本研究により、「痛みを和らげるためにタバコを
吸う」「痛みがあると禁煙できない」という喫煙者
の⼼理的思い込みを定量化する PSI の⽇本語版が
確⽴された。これは、痛みを持つ喫煙者の禁煙⽀援
において、ニコチン依存の⾝体的側⾯だけでなく、
⼼理的・⾏動的側⾯を把握するための有効なツー
ルとなる。製品別⽐較では、加熱式タバコと紙巻き
タバコの⼆重使⽤者が最⾼リスク群であることが
明確となった。タバコ対策・禁煙推進政策において
は、使⽤製品の種類と背景にある⾝体の痛みを正
確に把握した上で、痛みの治療を組み合わせた個
別最適化された⽀援策を展開することが、公衆衛
⽣上の喫緊の課題である。 
 
【研究 4】 

加熱式タバコの使⽤を紙巻きタバコと分離して
評価可能な⾃記式質問紙法による実態調査を令和
５(2023)年度の定期健診に並⾏して実施した。有
効回答者数 26,235⼈を対象に実施した。その結果、
喫煙率は男性全体で 45.3%、⼥性で 13.8％と国⺠
平均より⾼かったが、年齢とともに減少した。加熱
式タバコの喫煙率（紙巻きタバコとの併⽤を含む）
としては男性 29.4%、⼥性 10.4%であり、特に⼥
性では 20代を除く全年齢層で加熱式タバコのみの
喫煙者の割合が最も⾼かった。⼥性は男性よりも
加熱式タバコを喫煙する傾向が強かった。特にい
ずれのタバコにおいても、性別や年齢層を問わず 1
⽇ 20 本以内が 9 割以上を占めたが、21 本以上喫
煙する割合は加齢とともに増加する傾向にあった。
今後も継続的に、喫煙状況の違いに応じた健康状
態や疾病の分布を横断的に推計し、将来的には縦
断的にも分析する予定である。 
 
【研究 5】 

2025 年までに発表された疫学研究では加熱式タ
バコの能動喫煙および受動喫煙による急性健康影
響に関する疫学的な知⾒は⼗分に蓄積されていな
いことが⽂献レビューにより明らかとなった。ま
た、研究の地域的偏在や⻑期的影響に関する検証
不⾜といった課題も依然として残されており、エ
ビデンスのさらなる蓄積が必要である。 

 
【研究 6】 

加熱式タバコは、しばしば紙巻きタバコの代替
品として使⽤され、呼吸器症状の緩和に役⽴つと
誤解されている。しかし、加熱式タバコの使⽤もま
た喘息症状の悪化に関連することを理解すること
が重要である。また、⽇本の医療従事者は加熱式タ
バコ使⽤に関する⼗分な知識や情報をもっていな
い可能性があり、医療者⾃⾝もこうした点を認識
することが必要であると考えられる。 
 
Ｅ．結論 

本研究は、タバコ規制・対策に関わる主要課題と
して近年急浮上してきた加熱式タバコ問題につい
て、政策⽴案・提案につながるエビデンスの構築を
⽬的としている。2025 年度は研究 3 年⽬の最終年
度であり、加熱式タバコの能動喫煙・受動喫煙によ
る健康影響を評価するために役⽴つ重要な研究成
果（研究論⽂出版）が多く得られた。学会・講演会
等で研究成果を啓発活動に活⽤していく。 
 
Ｆ．健康危険情報 
特記事項なし 
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